
 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 76 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。
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 子ども１人につき １年間３万円。
・内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
  子どもへ直接支援する額＝12,600円（42％）
　年会費（会の運営に回す額）＝17,400円（58％）
・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくても子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）
・年３回実施の｢里子訪問の旅｣に参加し、里子に会うこともできます。

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

Steet396,Sangkat Boeng Keng Kong3,
Khan Chomkamon, Phnom Penh

　

本
会
は
昨
年
、め
で
た
く
創
立
20
周

年
を
祝
っ
た
も
の
の
、コ
ロ
ナ
に
完
敗
の

年
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
０
０
年
前
に
大
流
行
し
た「
ス
ペ
イ

ン
風
邪
」が
収
束
ま
で
３
年
か
か
っ
た
こ

と
を
思
え
ば
、今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
も
収

束
ま
で
、最
低
で
も
あ
と
2
年
は
か
か

る
だ
ろ
う
と
私
は
見
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
至
る
ま
で
の
20
年
間
、何

ら
制
約
な
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
て

い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
員
の
皆
様
を
現
地
に
お
連
れ
す
る

ツ
ア
ー
を
含
め
年
６
回
以
上
訪
問
し
て

い
た
が
、も
は
や
叶
わ
ぬ
夢
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
、各
国
が
鎖
国
に
近
い
出
入
国
規
制
を

敷
い
た
た
め
で
あ
る
。会
員
の
皆
様
を
現

地
に
お
連
れ
で
き
る
の
は
、ま
だ
先
に
な

り
そ
う
だ
。

　

一
方
で
、本
会
の
活
動
を
野
放
し
に
し

て
お
く
訳
に
も
い
か
な
い
た
め
、厳
し
い

入
国
規
制
の
中
、昨
年
は
２
度
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。今
年

も
後
半
に
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
が
、こ

れ
か
ら
は
不
経
済
な
短
期
滞
在
か
ら
長

期
滞
在
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
て
支
援

態
勢
を
見
直
し
、活
動
の
輪
を
繋
い
で
い

く
つ
も
り
だ
。　
　
　
　
　
　
　

　

特
に
、学
校
の
校
舎
や
井
戸
、遊
具
、ト

イ
レ
な
ど
の
贈
呈
式
は
年
１
回
の
訪
問

時
に
集
中
さ
せ
、今
ま
で
通
り
実
施
し
て

い
く
。現
地
に
行
け
な
く
て
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
贈
呈
式
に
出
席
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
里
子
訪
問
も
薦

め
た
い
。当
面
現
地
訪
問
が
難
し
い
た

め
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
駆
使

し
、日
本
に
い
な
が
ら
現
地
で
暮
ら
す
里

子
と
会
話
し
交
流
す
る
方
法
。Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
が
苦
手
な
方
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
で
も
可
能
。

　

里
子
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
手
紙
を
出
し

た
い
里
親
会
員
の
た
め
に
は
、現
物
を
持

参
す
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
に
な
っ

た
た
め
、海
外
送
金
に
よ
る
現
地
購
入
を

推
奨
、里
子
へ
の
手
紙
も
メ
ー
ル
で
送
る

方
式
に
、既
に
切
り
替
え
た
。現
地
で
は

ス
タ
ッ
フ
が
隔
月
に
里
子
を
訪
問
し
て

い
る
の
で
、会
員
の
皆
様
の
手
足
に
な
り

動
い
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経

済
は
大
打
撃
を
被
っ
て
い
る
。特
に
観
光

業
界
は
全
滅
に
近
い
。日
本
の
よ
う
に
内

部
需
要
が
多
い
国
は
鎖
国
し
て
も
食
べ

て
い
け
る
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
外
国
か
ら

人
が
来
な
く
な
る
と
食
べ
て
い
け
な
い

国
だ
。特
に
僻
村
で
暮
ら
す
人
々
や
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　

中
国
か
ら
の
援
助
が
目
立
っ
て
い
る

が
、そ
れ
に
は
見
返
り
を
求
め
る
裏
が
あ

る
。私
た
ち
の
支
援
は
、国
も
民
間
も
裏
を

求
め
な
い
。そ
れ
が
日
本
モ
デ
ル
で
あ
る
。

ご協力感謝いたします
　前号紙面で「お年玉募金」のお願いを
いたしましたところ、2月末日現在で41
名の皆様より411,281円のご協力をい
ただきました。心から感謝いたします。
　昨年来のコロナ禍により、他団体同
様本会も寄付金や会員数が減少しまし
た。今回のお年玉募金は、その穴埋めと
して現地での活動資金に有用させてい
ただきます。まことにありがとうござい
ました。

2021年度「里子訪問・
　学校訪問の旅」について
　新型コロナウイルスの世界的な流
行により、2021年度に予定している
「里子訪問・学校訪問の旅」（３月・７
月・11月）の催行の可否について、会
報にてその都度ご報告いたします。
　７月の旅については、依然として入
国規制が解けず、ＡＮＡ直行便も運
休中ですので、残念ながら中止いた
します。11月については検討中です。

里親さんありがとう

↑来場者全員で記念撮影

　本会は2000年１月に創立、昨年１月に20周年の節目を迎えた。
　これを記念して12月12日（土）、午後１時～３時半、東京・新宿の「京王プラザホ
テル」（42Ｆ高尾）に於いて「創立20周年記念祝賀会」を開催した。
　当初4月に記念祝賀会を計画したものの、コロナウイルス感染防止の緊急事態宣
言の網にかかり6月に延期、しかし感染拡大の波が収まらず、さらに半年延期して12
月12日、ようやく開催することができた。
　当初は約51名の会員から出席連絡を頂戴していたが、12月に入り急拡大したコ
ロナウイルスの感染を避ける方が多く、当日の出席は32名にとどまった。
　しかしそれでも、秋田県、岩手県、奈良県、兵庫県、愛知県など遠方からも駆けつけ
て創立20周年を祝ってくれ、久々にお会いした旧知の仲間と再会して旧交を温める
など、有意義な一日を過ごすことができた。
　ホテル側も感染防止対策に惜しみなく協力してくれた。60名定員の広い会場を提
供してくれ、10人使用のテーブルを５～６人で使用、料理もバイキング式をやめて
各テーブルに運んでくれるなど、感染防止に配慮してくれた。
　祝賀会終了後、会場に近いファミレスに於いて２次会を開き、昔話に花が咲いた。
　２度も延期し３度目
の正直で開催、コロナに
翻弄された2020年を象
徴する祝賀会だったが、
無事終わって胸をなで
おろすとともに、次の節
目となる30年に向け中・
長期にわたる活動指針
とその具体策について、
熟考する日々である。

Ｗ
i
t
h 

コ
ロ
ナ
で
支
援
を
続
け
よ
う

根

岸

恒

次

あいさつする根岸理事長会場の様子会場の様子

創立20周年記念祝賀会を開催
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本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

ウオッチ
カンボジア
ウオッチ
カンボジア

■
お
や
つ
に
「
あ
げ
バ
ナ
ナ
」

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、氷
を
切
り
売

り
す
る
業
者
を
よ
く
見
か
け
る
。日

中
は
猛
暑
に
な
る
の
で
、あ
っ
と
い

う
間
に
溶
け
て
し
ま
う
。の
こ
ぎ
り

で
切
る
間
に
も
溶
け
て
い
く
。値
段

は
10
キ
ロ
で
30
円
位
。

■
巨
大
す
っ
ぽ
ん

■
水
牛
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

モ
ン
ド
ル
キ
リ
県
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、

水
牛
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。地
方

で
は
労
働
力
と
し
て
水
牛
を
飼
う
農
家

が
多
い
そ
う
だ
。立
派
な
角
が
自
慢
。

■
第
２
の
リ
ゾ
ー
ト
地

「
ケ
ッ
プ
」

書類を提出する乗客(プノンペン国際空港)
　

昨
年
11
月
１
日
〜
28
日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
た
め
厳
し
い
入
国
規
制
を
敷
く
カ
ン
ボ
ジ

ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
２
回
に
わ
た
り
連
載
、今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。今
後
渡
航
さ

れ
る
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

晴
れ
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
11
月
16
日
か
ら
帰
国
日
の
27
日
ま
で
、
残
る
滞
在
日
数
は
12
日
間
、

考
え
た
ら
不
経
済
な
滞
在
に
な
っ
た
。
入
国
規
制
の
中
で
は
、
渡
航
は
せ
い
ぜ
い
年
２
回
が
限
度
と

思
わ
れ
る
た
め
、
最
低
で
も
２
か
月
間
は
滞
在
し
な
い
と
、
も
と
が
取
れ
な
い
。
次
回
の
参
考
に
。

　

11
月
16
日
〜
27
日
の
間
、
溜
ま
っ
て
い
る
会
務
を
一
気
に
こ
な
し
た
。
小
学
校
校
舎
の
贈
呈
式

（
４
校
）
、
井
戸
の
贈
呈
式
（
４
校
）
、
遊
具
の
贈
呈
式
（
５
校
）
、
ト
イ
レ
棟
の
贈
呈
式
（
１

校
）
、
里
子
訪
問
（
約
40
人
）
、
学
校
訪
問
（
１
校
）
、
９
月
に
閉
園
し
た
「
夢
ホ
ー
ム
」
の
、
そ

の
後
の
チ
ェ
ッ
ク
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
建
設
会
社
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
在
住
日
本
人
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
会
食
、
帰
国
後
に
作
成
す
る
本
会
会
報
の
取
材
（
２
号
分
）
等
々
、
目
ま
ぐ
る
い
日
々
を
過
ご
し

た
。

　

11
月
27
日
深
夜
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
国
際
空
港
か
ら
乗
り
継
ぎ
地
の
イ
ン
チ
ョ
ン
国
際
空
港
に
向
け
出

発
し
た
。
帰
国
及
び
乗
り
継
ぎ
地
で
の
手
続
き
は
全
く
問
題
な
く
、
翌
日
の
お
昼
頃
に
は
成
田
空
港

に
着
い
た
。

　

当
時
成
田
空
港
で
は
、
感
染
拡
大
し
て
い
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
む
国
（
主
に
ア
ジ
ア
）
か
ら
の

入
国
者
に
は
、
書
類
審
査
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

28
日
の
夕
方
頃
に
は
自
宅
に
着
き
、
14
日
間
の
自
主
隔
離
生
活
に
入
っ
た
。
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
避
け
、
人
に
会
う
こ
と
も
避
け
た
が
、
近
所
へ
の
買
い
物
や
通

院
、
散
歩
は
許
容
範
囲
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
私
が
帰
国
し
た
11
月
28
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

内
で
市
中
感
染
が
広
が
り
、
12
月
以
降
の
入
国
者
は
特
例
な
く
２
週

間
、
ホ
テ
ル
で
の
強
制
隔
離
に
な
り
、
現
在
も
継
続
中
だ
。

　

日
本
で
も
そ
の
後
感
染
者
数
が
激
増
、
海
外
か
ら
の
入
国
者
全
て

が
空
港
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
義
務
付
け
ら
れ
、
出
発
地
で
発
行
さ
れ

た
陰
性
証
明
書
の
携
帯
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

11
月
１
日
に
出
発
し
て
28
日
に
帰
国
す
る
ま
で
、
私
に
と
り
初
体

験
ば
か
り
の
貴
重
な
４
週
間
だ
っ
た
。
こ
れ
を
糧
に
、
２
０
２
１
年

か
ら
の
活
動
に
本
腰
を
入
れ
歩
ん
で
い
き
た
い
。
（
完
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
顛
末
記（
２
）　

▶▶

根
岸 

恒
次 （
法
人
理
事
長
）

手洗い

すっぽん

バイクがかわいそう

水牛

■
時
間
と
の
勝
負

スレイニッチ

　カンボジアはコロナも落ち着き、街
もにぎやかになってきました。
　学校では1月11日に新学期が始ま
り、生徒たちは元気に通学しています。
　授業時間は午前が７時～11時、午
後が1時～５時で、学校が終ってから
塾に通う子もたくさんいます。
　しかし、大学はまだオンライン授業
を行っています。

現地スタッフからの
　　　カンボジアレポート

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
を
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援
し
て
く
だ
さ

る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見
え
る

マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

プレイチュム小学校
４年生（11歳）

ヤ
ー
ン
・
ス
レ
イ
モ
ム
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝父親離婚し母親のみ。
　兄と姉がいる。現在母親、兄弟と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で20分。

プレイチュム小学校
２年生（８歳）

ヴ
ォ
ン
・
ラ
ヌ
ッ
ト
君

︵
男
の
子
︶

●家族構成＝父親離婚し母親のみ。
　姉がいる。現在母親、姉と暮らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で８分。

●
父
親
離
婚
し
母
親
の
み
。
兄
が
い
る
。

　

現
在
母
親
、
兄
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
10
分
。

プレイチュム小学校
５年生　（11歳）

ポ
ー
・
ポ
ル
リ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●
父
親
離
婚
し
母
親
の
み
。
兄
と
姉
が　

い
る
。
現
在
母
親
、
兄
弟
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
絵
を
描
く
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

プレイチュム小学校
５年生　（11歳）

プ
ー
ン
・
キ
ム
ハ
イ
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

プレイチュム小学校
３年生（９歳）

サ
ウ
・
プ
ー
デ
イ
ン
君

︵
男
の
子
︶

●家族構成＝父親離婚し母親のみ。
　兄弟はいない。現在母親と暮らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で８分。

投稿投稿 6 人乗りバイク！　

　写真は、子どもたちを学校へ迎えに来た女性です。６人乗りは
珍しいので、撮らせていただきました。
　このバイクはＨＯＮＤＡのdream125です。スーパーカブ系（セ
ミオートマ）の最上位機種になり、新車で2000ドルぐらいになりま
す。燃費が良く、遠出すると私の計測で80km/Ｌを記録しました。
　タイヤが細く接地面積が小さいので、速くて燃費が良い反面、
滑りやすいという弱点もあります。耐久、メンテナンス、経済性に
優れた最強の業務用バイクと言えます。
　しかし、3人乗りでも重さに耐えられずチェーンが伸びたり、制
動力が足らなかったりと、不具合はあります。大人４人乗りをして
いる人も見かけますが、それは限界を超えており安全性、耐久性
に大きな問題があります。
　トクトクにも良く使用されます。リヤカーを引っ張り大きな力を
使うわりに速度が出ず、風が当たらないため、オーバーヒートを
起こします。対策として水タンクを積み、点滴のホースを使い少し
ずつエンジンに水をかけて冷やします。　

　カンボジアに来た当初はＨＯＮ
ＤＡのバイクは強い！と日本の誇り
に思ったりするのですが、ちょっとバ
イクが可愛そうに感じます。
　そしてバイクは人を乗せるもので
すので、正しい使用とメンテナンスを
して欲しいと願います。

青木貴之（プノンペン在住、会社員）

　

新
学
期
が
始
ま
り
、学

校
に
来
る
と
生
徒
た
ち
は

ま
ず
手
を
洗
い
、帰
宅
す

る
前
に
も
手
を
洗
う
。コ

ロ
ナ
が
去
っ
て
も
、せ
っ
か

く
身
に
つ
い
た
良
い
習
慣

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
菓
子「
あ
げ
バ
ナ
ナ
」は
バ

ナ
ナ
の
天
ぷ
ら
。バ
ナ
ナ
が
豊
富
に
あ
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
バ
ナ
ナ
料
理
が
多
い
。温
か
い
う
ち

に
食
べ
る
と
と
て
も
美
味
し
い
。値
段
は
一
つ
20

円
程
度
。

■
手
洗
い
は
世
界
共
通
の
予
防
策

　

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
の
お
寺
の
池
に
、

巨
大
な
す
っ
ぽ
ん
が
棲
息
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、早
速
写
真
を
撮
り
に
行
っ

た
。体
長
は
１
メ
ー
ト
ル
あ
る
だ
ろ
う

か
。食
べ
た
ら
美
味
し
い
と
日
本
人
の
感

覚
だ
が
、お
寺
の
池
に
棲
ん
で
い
る
た

め
、誰
も
取
り
に
来
な
い
そ
う
だ
。

氷屋

カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
の
リ
ゾ
ー
ト「
シ

ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
」が
中
国
化
し
た
今
、

第
２
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て「
ケ
ッ
プ
」

が
人
気
だ
。

ケップ

学校に集まった里子たちと

   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX
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本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、

親
が
い
て
も
貧
し
い
家
庭
環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
約
３

３
０
人
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
累
計
で
も
千
人
を
下
回
っ

て
お
り
、
国
を
挙
げ
て
の
防
疫
態
勢
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
１
月
11
日
か
ら
は
待
望
の
新
学
期
が
全
国
一
斉
に
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
通

学
し
て
い
る
。

　
し
か
し
高
等
学
校
や
大
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
後
も

こ
の
態
勢
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
が
打
撃
を

受
け
て
い
て
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
生
活

を
助
け
る
た
め
学
校
を
や
め
て
就
職
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
と
て
も
大
き
な
問
題
な
の
で

推
移
を
見
守
る
し
か
術
が
な
く
、
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
る
の
が
実
情
。

　本会のカンボジア事務所では現
地スタッフが、教育里子が通学す
る小学校（27 校）を隔月に訪問、
教育里親様より頂戴した年会費（1
人の里子につき３万円）の中から、
４２％に当たる 12,600 円を６回に
分け、米ドルに換金して届けてい
る。
　中学校、高等学校に通う教育里
子も出身校の小学校に集まり、支
援金を受け取っている。
１月下旬に１２月と１月分を、現
地スタッフが
各学校を回り
届けた。
新学期が１月
11 日に始ま
り、学校がに
ぎやかになっ
てきた。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

元気に通学

︵
根
岸
記
︶

・ 通学用かばん 3,000 円

(手紙はメールで、現地に送ります)

　武漢コロナ禍のカンボジアのシエムリアップは、市内至る所で工事中です。主要な道路は大々的に
掘り起こされ、排水管の埋設と合わせて道幅拡張をしています。これで工事終了後には、大雨が来て
も大丈夫でしょう！
　この工事はフンセン首相の肝いりで、JICA（国際協力機構）の支援で、予算250憶円との事で
す。観光業者が失業状態ですので、失業対策でもあります。
　この道路拡張で住民は自分の土地を減らせられても、何の補償もありません。泣き寝入りです。拡
幅で塀が掛かったら取り壊されて、作り直しは自己負担です。我が家も１メートル減らされ、塀の作
り直しを自腹でしました。建屋本体に掛かったら大変
です。
　道路に面した店舗は、問答無用で休業させられてい
ます。観光客が居ないからこそ出来る工事で、コロナ
収束後の外国人観光客を迎える準備です。
　工事現場での交通規制はほとんどありません。バイ
クが通れそうならば、動いている重機の傍らを走り抜
けます。かく言う私も倣っています。

　～シエムリアップの道路工事～
春さんのカンボジアレポート

　
２
０
１
９
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
勢
調
査
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
総
人
口
は
１
５
５
５
万
２
２

２
１
人
で
、
前
回
調
査
︵
２
０
０
８
年
︶
か
ら

２
２
０
万
人
増
加
し
た
。

　
内
訳
は
男
性
７
５
７
万
１
８
３
７
人
︵
48
・

７
％
︶
、
女
性
７
９
８
万
３
７
４
人
︵ 

51
・

３
％
︶
。
地
域
別
で
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
人
口
が

２
１
２
万
９
３
７
１
人
と
最
大
で
、
最
小
は

ケ
ッ
プ
州
の
４
万
１
７
９
２
人
。

　
若

年

人

口
︵
０
〜

14

歳
︶
は 

33
・
０
〜

29
・
４
％
に
減
少
し
、
中
年
の
人
口
︵
15
〜
59
歳
︶

は
60
・
０
か
ら 

61
・
７
％
に
微
増
、
高
齢
者

︵
60
歳
以
上
︶
は
６
・
３
か
ら
８
・
９
％
に
増

加
し
た
。

　
女
性
１
人
当
た
り
の
出
生
率
は
２
・
７
人
か

ら
２
・
５
人
に
減
少
。
︵
ち
な
み
に
日
本
の
出

生
率
は
１
・
42
人
︶

　
乳
児
死
亡
率
は
︵
１
歳
未
満
︶
出
生
１
０
０

０
人
当
た
り
26
人
か
ら
18
人
に
減
少
。
︵
日
本

の
２
０
１
９
年
の
乳
児
死
亡
率
は
１
・
９
人
︶

２
０
１
９
年
の

国
勢
調
査
結
果
を
公
表

　
２
０
１
９
年
に
開
始
さ
れ
た
プ
ノ
ン
ペ

ン
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
間
の
高
速
道
路
建
設

は
順
調
に
進
み
、
現
在
30
％
が
終
了
、
２
０

２
３
年
中
に
完
成
す
る
見
込
み
と
い
う
。
総

延
長
は
１
９
０
キ
ロ
に
及
ぶ
が
、
並
行
す
る

国
道
４
号
線
に
比
べ
て
約
50
キ
ロ
短
い
。

　
国
道
４
号
線
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
、
５
〜
６
時

間
か
か
る
こ
と
も
あ
る
が
、
高
速
道
路
が
完
成

す
れ
ば
約
２
時
間
半
で
通
行
可
能
と
な
る
。

　
建
設
工
事
は
中
国
政
府
系
の
現
地
法
人
が

受
託
、
総
工
費
は
19
憶
ド
ル
。

　
２
０
２
０
年
に
着
工
し
た
新
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
国
際
空
港
の
建
設
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
ず
に
、
２
０
２
３
年
、

計
画
通
り
に
完
成
す
る
見
込
み
。
今
年
末
ま

で
に
67
％
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
初
の
高
速
道
路
、

建
設
工
事
が
進
む

新
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
国
際
空
港

の
建
設
も
順
調
に

　
２
月
11
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
セ
ン
ソ
ッ
ク
区

に
あ
る
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
前
で
、
ト
ゥ
ク
ト
ゥ

ク
と
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の
さ
さ
い
な
口
論

が
原
因
で
３
人
が
銃
撃
さ
れ
、
死
亡
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
銃
の
所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
護
身
用
に
所
持
し
て
い
る
者
が
い
る
よ
う

だ
。 プ

ノ
ン
ペ
ン
の
繁
華
街
で
銃
撃
に

よ
り
３
人
死
亡

　
２
月
７
日
、
中
国
か
ら
シ
ノ
フ
ァ
ー
ム
社

製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
60
万
回
分
が
プ

ノ
ン
ペ
ン
国
際
空
港
に
到
着
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
対
象
は
18
〜
59
歳
、
早
速
10
日
か

ら
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。

　
接
種
第
一
号
は
、
フ
ン
セ
ン
首
相
の
長
男
、

Ｈ
ｕ
ｎ
　
Ｍ
a
m
e
t
氏
︵
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

軍
参
謀
次
長
︶
。

　
な
お
、
イ
ン
ド
か
ら
も
10
万
回
分
の
ワ
ク

チ
ン
供
与
が
確
定
し
て
い
る
。

中
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

60
万
回
分
を
無
償
提
供

カンボジア
ミニミニ

里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

カンボジア・フェスティバル
９月25日～26日開催

昨年校舎が完成した４つの
小学校で新学期始まる

　毎年東京の「代々木公園」で開催してい
た「カンボジア・フェスティバル」です
が、昨年はコロナの影響を受けて中止にな
りました。
　今年は９月25日（土）～26日（日）、東京
の「芝公園」での開催が確定しました。コ
ロナの影響で突然中止になる可能性もゼロ
ではありませんが、詳細は次の会報でお知
らせいたします。久しぶりのイベントです
ので、皆様ぜひご参加ください。

　北原三由美様の資金協力により昨年校
舎が完成した４つの小学校でも１月に新
学期が始まり、生徒たちの元気な声が教
室に響いた。
　新しい校舎
で、新鮮な気
持ちで学べる
喜びを感じて
いるようだ。

支援金を届けました支援金を届けました
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●教育里親会員　　　２３３名
●個人会員　　　　　　９３名
●団体会員　　　　　　９団体
●寄付協力者（単発）　５４名
　合　　　計　　　　３８９名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2021年２月末日現在）

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
入
国
規
制
を
敷
い

　

て
お
り
、入
国
す
る
に
は
２
千
ド
ル（
21
万
円
）の
保
証

　

金
支
払
い
、ホ
テ
ル
で
の
２
週
間
強
制
隔
離
、陰
性
証

　

明
書
含
む
３
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、90
ド
ル
か
か
る
コ
ロ

　

ナ
保
険
加
入
と
、気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
制
限
が
課
せ

　

ら
れ
て
い
ま
す
。通
常
に
入
国
で
き
る
日
ま
で
待
つ
の

　

が
賢
明
と
思
わ
れ
ま
す
。感
染
の
終
息
を
祈
る
ば
か
り

　

で
す
。

■
こ
れ
か
ら
当
分
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
現
地
活
動
に

　

な
り
ま
す
。里
子
訪
問
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
準
備
を

　

進
め
て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
事
務
局
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
今
年
は
９
月
に「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
都

　

内
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。詳
細
が
分
か
り
次
第
、会

　

報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。久
々
に
お
会
い
で
き

　

ま
す
こ
と
、楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ルやデパートの商品券を集め、活動資金にしており

ます。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

PCR検査を受ける人たち

　カンボジア国内のコロナ陽性者総数は、３月10日現在で約1,000人、うち、治癒者総数が約800人と
なっている。
　プノンペンでは、昨年11月28日に市中感染が発生した後、しばらく平穏な日々が続いていたが、２月
20日、再び大規模な市中感染が発生、陽性者は３月10日までに500人に達した。さらに増える見込み。
　感染源は、入国後「ソカーホテル」で隔離を行っていて、同ホテルの警備員に賄賂を支払い脱走した
外国人女性（４人）とみている。賄賂を受け取った警備員も感染したとのこと。
　カンボジア保健省では、感染者が立ち寄ったとされる場所23カ所を公表し、注意を促している。
　この影響で、プノンペン市内の47カ所が封鎖され、市民生活に支障が出始めている。　　　

　１月11日から新学期がスタートした公立小・中・高校は、
今の所休校することなく、生徒たちは元気に通学している。
　一方、中国がカンボジアに対し、シノファーム社製のワク
チン60万回分を無償提供、２月７日に第１便が到着した。
２月10日からはワクチン接種が始まり、感染予防に期待が
かかっている。
　日本は今までの緊急援助に加え、約２憶2700万ドルの融
資も行う予定。残念ながらこうした援助は派手な中国支援に
かき消され、「縁の下の力持ち」的な存在になっている。　

　　

20
周
年
、心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

20
年
よ
り
ず
っ
と
前
か
ら
、カ
ン
ボ
ジ

ア
に
通
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
察
い
た
し

ま
す
。

　

ガ
タ
コ
ト
道
は
ほ
こ
り
を
巻
き
上
げ
、

汗
に
ま
み
れ
た
根
岸
氏
は
、ま
さ
に
誇
り

高
き
男
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
第
１
回
目
の
学

校
訪
問
の
時
、ト
イ
レ
休
憩
が
あ
り
ま
し

た
。青
空
ト
イ
レ
で
す
。畑
に
下
り
な
が

ら
、地
雷
を
踏
ん
だ
ら
ど
う
し
よ
う
と
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
し
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

雨
期
に
入
っ
て
ザ
ン
ザ
ン
降
り
が
続
く

頃
、学
用
品
を
積
ん
で
車
で
行
っ
た
の
で

す
が
、池
の
よ
う
な
水
た
ま
り
を
前
に
私

た
ち
の
車
は
、立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

校
長
先
生
が
牛
車
で
学
用
品
を
受
け

取
り
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
、懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

　

最
近
は
か
な
り
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す

が
、田
舎
の
方
に
行
く
と
や
っ
ぱ
り
、ほ
こ

り
が
舞
い
あ
が
る
の
で
す
。

　

我
ら
が
根
岸
さ
ん
に
は
、や
っ
ぱ
り
誇

り
高
き
男
が
似
合
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は「
お
し
ぼ
り
」を
携
え
て
、根
岸
さ

ん
の
後
ろ
か
ら
歩
い
て
参
り
ま
す
。ど
こ

ま
で
も
、ど
こ
ま
で
も
。

（
東
京
都
在
住
、会
員
）

　

私
が
初
め
て
会
に
携
わ
っ
た
の
は
、20

年
ほ
ど
前
で
す
。

　

最
初
は
、理
事
長
が
経
営
し
て
お
ら
れ

た
会
社
の
事
務
員
だ
っ
た
の
で
す
が
、会

と
同
じ
事
務
所
で
し
た
の
で
、電
話
の
応

対
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
仕
事
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

里
子
か
ら
の
手
紙
を
里
親
さ
ん
に
郵

送
し
た
り
、里
親
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
里
子
に
届
け
る
手
続
き
を
し
た
り
、

会
員
さ
ん
や
学
校
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
文
房
具
の
整
理
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
山
口
信
正
さ
ん
と
は
、当

時
所
沢
市
内
に
借
り
て
い
た
コ
ン
テ
ナ
倉

庫
ま
で
、整
理
が
済
ん
だ
文
房
具
を
車
で

運
ん
だ
り
、イ
ベ
ン
ト
準
備
の
た
め
朝
早

く
か
ら
出
掛
け
た
こ
と
が
、懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
興
味
が
増
し
た
の

は
、実
際
に
現
地
に
行
き
、子
ど
も
た
ち

と
ふ
れ
合
っ
た
り
、現
地
の
生
活
を
見
て

貧
し
さ
を
実
感
し
て
か
ら
で
し
た
。

　

写
真
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
た

方
か
ら
、日
本
だ
っ
て
貧
し
い
子
ど
も
た

ち
が
沢
山
い
る
の
に
、ど
う
し
て
外
国
の

子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
る
必
要
が
あ

る
の
か
？ 

と
お
叱
り
を
頂
い
た
こ
と
も
、

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
比
べ
て
、ま
だ

ま
だ
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

川
の
水
を
飲
ん
だ
り
、裸
足
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
、牛
の
世
話
や
畑
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
が
、子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、何
ら
か
の
形
で
お
役
に

立
て
る
と
幸
い
で
す
。

（
東
京
都
在
住
、会
員
）

　
「
記
念
式
典
で
、会
員
の
皆
さ
ん
へ
写

真
を
観
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
報
告

を
し
た
い
の
で
す
が
、そ
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
作
成
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

と
理
事
長
か
ら
頼
ま
れ
た
の
が
一
昨
年
の

11
月
頃
。

　

式
典
開
催
予
定
の
４
月
ま
で
の
間
に
、

少
し
ず
つ
手
を
加
え
な
が
ら
完
成
さ
せ

ま
し
た
が
、そ
の
式
典
は
延
期
と
な
り
、

結
局
昨
年
12
月
に「
20
周
年
記
念
祝
賀

会
」と
い
う
形
で
行
わ
れ
、そ
こ
で
披
露

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、当
会
に
関
わ
り
だ
し
た
の
が

数
年
前
で
す
し
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
し
て

の
知
識
も
浅
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
や
そ
の
背
景
を
改

め
て
調
べ
直
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後

当
会
が
行
う
べ
き
支
援
の
形
な
ど
が
自

分
な
り
に
見
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、こ
の
作
成
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、自
分
に
と
っ

て
価
値
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
言
え
そ
う
で

す
。

　

そ
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
、近
々
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

《
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
a
c

2
1
.
n
e
t
/
》に
も
載
せ
ら
れ
る
予

定
で
す
の
で
、先
の
記
念
式
典
に
ご
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
々
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

現
在
、カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
は
中
国
の
影

響
を
受
け
て
、驚
く
ほ
ど
の
速
度
で
変
化

し
続
け
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

用
な
ど
に
関
し
て
は
、日
本
よ
り
も
進
ん

で
い
る
部
分
さ
え
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
紙
幣
に
日
本
の
国
旗
が

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、以
前
の
日
本
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
親
密
な
国
で
し
た

が
、今
で
は
す
っ
か
り
中
国
に
そ
の
座
を

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、農
村
部
に
住
む
人
々
の
生

活
は
時
代
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
だ
け

で
、貧
し
さ
か
ら
脱
却
で
き
そ
う
な
光
は

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

私
達
に
大
切
な
こ
と
は
、表
面
的
な
変

化
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
よ
う

な
人
々
の
存
在
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
達
へ
の
救
い
を
求
め
る
声
が
あ
る
限

り
、私
達
も
そ
れ
に
応
じ
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。　   （
東
京
都
在
住
、会
員
）

・ 

教
育
里
親
会
員
　

　
子
ど
も
た
ち
へ
直
接
払
う
年
額

　
　
　
　
　
１
万
２
千
６
百
円
︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

創立20周年記念祝賀会に参加して昨年12月12日開催の「創立20周年記念祝賀会」の出席者の中から、3名の方が
感想文を寄せてくれましたので紹介いたします。ご協力ありがとうございました。

誇
り
高
き
男       

今 

紀
子

こ
れ
か
ら
も
役
に
立
ち
た
い
！

　
　
　
　
　
　  

田
中
房
子

当
会
20
年
間
の
歩
み
映
像
を

作
成
し
て
　
　   

佐
々
木
英
介
　


